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自
家
成
立
の

　
根
源
は
和
に
あ
り

秩
序
の
根
源
は

　
　
神
祖
崇
敬
よ
り
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

令和 3 年 4 月 1 日 令和 3 年 4 月 1 日

華をそえる、森末氏による詩舞。

スライドを使っての清水有子様の講演。

祖霊殿に各家毎に諡を読み上げられ、ご招霊。

ご教話なさる、祭主・大阪本部長様
およろこびをお迎えの
　　少権現職様・敬子様。

おくりな

古
事
記
の
講
話
と
楽
し
い
会
食
。

　
―
合
同
敬
和
会
・
新
年
会
―

心
は
神
の
分
御
霊

　
　
―
春
之
祖
先
霊
大
祭
―

ご 教 話

（3月20日）

わ
け

み

た
ま

『
愛
教
婦
人
会
』

　
総
会
開
催
の

ご
案
内

少
権
現
職
訓
啓
様
、
敬
子
様

　
　
　
　
結
婚
式
催
行
さ
れ
る
。

権
現
家
の
お
よ
ろ
こ
び

き
ょ
う

こ

彦
は
三
年
も
の
間
、
遊
ん
で
暮

ら
し
ま
す
。

　

三
年
後
、
山
幸
彦
は
こ
こ
へ

来
た
理
由
を
思
い
出
し
、
海
の

神
に
相
談
し
、
よ
う
や
く
兄
の

釣
針
が
見
つ
か
り
、結
果
的
に
、

こ
の
兄
弟
げ
ん
か
は
、
弟
の
山

幸
彦
が
勝
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

山
幸
彦
は
海
中
に
居
る
間
、

豊
玉
姫
之
命
と
結
婚
し
、
子
を

授
か
り
ま
す
。
豊
玉
姫
之
命
は

海
中
で
出
産
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
地
上
に
上
が
っ
て
こ

ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
産
屋
に
入
り
山
幸
彦

に
、
絶
対
に
産
屋
の
中
を
見
な

い
よ
う
に
と
告
げ
ま
す
。
し
か

し
約
束
を
破
っ
て
覗
い
て
見
ま

す
と
、
何
と
ワ
ニ
に
姿
を
変
え

た
豊
玉
姫
之
命
が
お
産
し
て
い

た
の
で
す
。
そ
の
姿
を
見
ら
れ

た
豊
玉
姫
之
命
は
、
子
を
置
い

て
海
へ
帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
物
語
な
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
山
幸
彦
と

豊
玉
姫
之
命
の
子
の
、
更
に
そ

の
子
が
初
代
神
武
天
皇
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
神
話
か
ら
読
み
取
れ
る

の
は
、
遥
か
昔
の
日
本
人
も
、

既
に「
命
の
根
源
は
海
に
あ
る
」

と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
こ
で
話
を
最
初
に
戻
し
ま

し
て
、
人
間
の
身
体
に
は
、
水

と
塩
が
必
要
不
可
欠
だ
と
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
海
は
水
と
塩
で
出

来
て
お
り
ま
す
。
も
う
申
し
上

げ
る
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

「
水
」
と
「
塩
」
が
大
変
重
要

で
あ
る
我
々
の
命
の
起
源
は
、

正
に
、
海
に
あ
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

　

去
る
二
月
十
三
日
土
曜
日
に

大
阪
近
郊
合
同
敬
和
会
を
寶
生

教
大
阪
本
部
で
教
父
様
、
教
会

長
様
を
始
め
権
現
家
の
皆
様
や

教
職
員
の
皆
様
の
ご
参
列
を
い

た
だ
き
、
各
地
区
の
信
徒
の
皆

様
と
と
も
に
総
勢
約
八
十
名
の

ご
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
本
殿
に
て
全
員
で
参
拝
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

「
古
事
記
の
伝
道
師
」
清
水
有

子
様
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
分
か
り
や
す
く
興
味
深
い

話
で
皆
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
修
行
殿
に
場
所
を

　

二
月
二
八
日
、
大
阪
本
部
修

行
殿
に
て
、少
権
現
職
訓
啓
様
、

小
西
家
よ
り
迎
え
ら
れ
ま
し
た

敬
子
様
の
結
婚
式
が
、
厳
粛
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
二
月
と
は
思
え
な
い

暖
か
い
陽
気
と
晴
天
に
恵
ま
れ
、

訓
啓
様
の
紋
付
き
姿
と
敬
子
様

の
白
無
垢
姿
が
、
と
て
も
良
く

青
空
に
映
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

お
二
人
の
新
し
い
門
出
を
祝
し
、

末
永
く
お
幸
せ
に
過
ご
さ
れ
ま

す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

尚
、
七
月
中
旬
に
は
女
児
が
お

生
ま
れ
に
な
る
予
定
で
す
。

移
し
新
年
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
お
食
事
を
し
な
が
ら
森
末

地
区
世
話
人
の
詩
舞
、
地
区
世

話
人
企
画
の
イ
ン
ト
ロ
ク
イ

ズ
、
青
年
部
企
画
の
ド
ラ
マ
・

映
画
当
て
ク
イ
ズ
、
福
引
大
会

と
皆
で
賑
々
し
い
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
合
同
敬
和

会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

地
区
世
話
人　

山
本
浩
嗣

　

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
、
愛
教
婦
人
会
総

会
を
左
記
の
通
り
開
催
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
会

員
の
皆
様
の
ご
出
席
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
記

　
愛
教
婦
人
会
年
次
総
会

　
　
令
和
三
年
五
月
九
日（
日
）

　
　
　
　
　
正
午
よ
り

※
新
規
会
員
も
募
集
中
で
す
。

　

お
申
込
み
、
詳
細
は
教
会
事

務
所
迄
。

　

本
日
春
分
の
佳
き
日
、
お
蔭

を
以
っ
て
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

教
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
遠
方
各
地
、
畿
内
、
市

内
近
郊
よ
り
、
道
の
長
手
も
一

筋
に
、
春
之
祖
先
霊
大
祭
に
よ

う
こ
そ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
方
の
篤
い
誠
心
は
、
必

ず
や
各
家
御
祖
先
に
届
き
、
更

な
る
大
き
な
お
徳
を
授
け
て
下

さ
る
も
の
で
御
座
居
ま
す
。

　

本
日
は
大
切
な
祖
先
大
祭
。

人
の
命
と
は
、
ど
の
様
な
も
の

な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
度
々

お
話
さ
せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
我
々
の
身
体
は
自
然

か
ら
の
借
り
物
。
そ
し
て
、
一

人
ひ
と
り
に
宿
る
魂
、
心
は
神

の
分
御
霊
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
充
分
ご
理
解
頂
い
て
い
る

か
と
存
じ
ま
す
。

　

形
あ
る
も
の
は
、
自
然
の
摂

理
に
従
い
、
何
時
か
は
消
滅
し

ま
す
。
我
々
の
身
体
も
又
、
死

を
迎
え
ま
す
と
自
然
に
還
る
わ

け
で
す
。

　

し
か
し
魂
、
御
霊
は
、
例
え

寿
命
が
尽
き
よ
う
と
も
、
未
来

永
劫
存
在
し
続
け
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
今
日
の
皆
様
の

お
姿
の
様
に
、
祖
先
祀
り
を
幾

久
し
く
お
仕
え
す
る
と
い
う
こ

と
が
大
変
重
要
な
の
で
す
。

　

そ
れ
こ
そ
が
神
道
の
真
髄
で

あ
り
、寶
生
教
の
根
本
で
あ
る
、

教
憲「
天
祖
中
心
祖
先
之
御
教
」

で
御
座
居
ま
す
。
申
し
上
げ
る

ま
で
も
無
く
、
大
神
様
を
心
、

生
活
の
中
心
に
据
え
、
各
家
の

御
祖
先
も
同
様
に
お
祀
り
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

こ
の
教
え
を
、
今
を
生
き
る

我
々
が
実
践
す
れ
ば
、
御
祖
先

は
更
に
大
き
な
お
力
で
、
教
会

祖
霊
殿
を
始
め
、
各
家
の
祖
霊

殿
、
お
墓
、
又
皆
様
の
す
ぐ
お

側
で
見
守
っ
て
下
さ
る
の
で
す
。

　

祭
典
中
、
諡
を
読
み
上
げ
、

御
招
霊
致
し
ま
し
た
御
霊
は
、

亡
く
な
っ
て
五
十
年
以
内
の
御

祖
先
ば
か
り
で
す
。

　

五
十
年
経
ち
ま
す
と
遠
津
祖

先
の
列
に
、
百
年
経
ち
ま
す
と

神
の
列
に
連
な
り
ま
す
。
我
々

日
本
人
は
神
の
子
、
と
い
わ
れ

る
所
以
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

で
は
、
信
仰
は
亡
く
な
っ
て

か
ら
が
大
切
な
の
か
と
申
し
ま

す
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

大
切
な
の
は
、
今
、
我
々
が

頂
い
て
い
る
命
を
、
如
何
に
大

切
に
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。

　

そ
し
て
自
分
た
ち
に
今
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
精
一

杯
努
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精
神
科
医

で
あ
り
心
理
学
者
、
ア
ル
フ
レ

ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
と
い
う
人
物

が
、
次
の
様
な
言
葉
を
遺
し
て

い
ま
す
。

　
「
ど
ん
な
能
力
を
も
っ
て
生

ま
れ
た
か
は
大
し
た
問
題
で
は

な
い
。

　

重
要
な
の
は
、
与
え
ら
れ
た

能
力
を
ど
う
使
う
か
で
あ
る
。」

　

我
々
は
大
神
様
の
分
御
霊
を

い
た
だ
き
、御
祖
先
の
お
蔭
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
素
晴
ら
し
い
心
を

お
持
ち
に
な
り
、
健
康
を
保
つ

こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、与
え
ら
れ
た
人
格
、

才
能
を
存
分
に
生
か
し
、
国
の

為
、教
え
の
為
、又
自
家
成
立
の

為
に
尽
力
で
き
る
様
に
、
共
々

に
更
な
る
篤
い
信
仰
に
励
ん
で

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

日
の
祖
先
大
祭
斎
行
に
あ
た

り
、
婦
人
世
話
人
の
皆
様
に
は

一
昨
日
よ
り
撤
饌
の
お
餅
の
準

備
、
宝
寿
会
の
皆
様
に
は
、
前

日
の
玉
串
謹
製
の
ご
奉
仕
、
又

役
員
各
位
に
は
当
日
の
ご
奉
仕

誠
に
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。

　

各
家
御
祖
先
方
の
幽
界
で

の
弥
栄
と
、
教
信
徒
各
家
の
発

展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、

本
日
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ
ご
参
拝
下
さ
い
ま

し
た
。

四
月　

一
日（
木
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

四
日（
日
）　

御
本
宮
春
之
大
祭　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
木
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
金
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

十
日（
土
）　

大
祭
準
備
　
　
　　
　

午
前
九
時

　
　

十
一
日（
日
）　

春
之
例
大
祭
　
　　
　

午
前
十
時

　
　
　

　
　
　
　
　
　
神
輿
巡
行　
　
　
　

午
後
一
時
半

　
　

十
五
日（
木
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

十
八
日（
日
）　

養
老
教
会
春
之
大
祭　

午
前
十
時
半

　
　

二
五
日（
日
）　

修
行
日　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　

二
九
日（
祝
）　

西
播
教
会
春
之
大
祭　

午
前
十
時
半

五
月　

一
日（
土
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

二
日（
日
）　

御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
土
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
日
）　

教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
前
十
時

教
　
会
　
行
　
事

き
ょ
う

こ

お
く
り
な

と
お
つ
み
お

や



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り

（３）  4 月号 令和 3 年 4 月 1 日 4 月号　（２）令和 3 年 4 月 1 日（506号） （506号）

上
野
朝
義
先
生

　
ご
奉
納
の
「
ア
マ
ビ
エ
」

本部長様斎主となり祈願祭。

上野朝彦先生、
　　舞囃子「高砂」

新
作
能
「
ア
マ
ビ
エ
」
が
奉
納
さ
れ
る

　
　
―
コ
ロ
ナ
収
束
を
願
い
祈
願
祭
も
―

「
水
」と「
塩
」に
つ
い
て
。

ご教話

月並祭
（3月1日）

亡
く
な
っ
た
後
は
。

ご教話

月並祭
（3月15日）

命
と
は
、
生
と
は
。

ご教話

教祖祭
（3月9日）

「
定
例
信
徒
総
会
開
催
」
―
恒
例
の

　
御
奉
仕
者
顕
彰
も
―

　

扨
、
先
日
の
教
祖
祭
で
は
、

「
命
」
と
は
何
ぞ
や
、
と
い
う

お
話
を
致
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
要
約
し
ま
す
と
、

身
体
は
自
然
か
ら
の
借
り
物
、

そ
し
て
一
人
ひ
と
り
に
宿
る
魂

は
神
の
分
御
霊
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
そ
の
命
が
寿
命
を

迎
え
た
ら
ど
う
な
る
の
か
と
い

う
お
話
で
す
。

　

ま
ず
身
体
は
、
自
然
か
ら
の

借
り
物
で
す
か
ら
、
自
然
に
還

　

扨
、
我
々
の
「
命
」
と
は
、

一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
の
信
仰
す
る
寶
生
教
、

つ
ま
り
神
道
で
は
「
命
」
を
ど

の
様
に
捉
え
る
の
か
と
い
う
お

話
を
致
し
ま
す
。

　
「
死
生
観
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
。
読
ん

で
字
の
如
く
、
生
と
は
何
か
、

死
と
は
何
か
と
い
う
考
え
方
の

こ
と
で
す
。

　

で
は
、
神
道
で
は
ど
の
様
な

死
生
観
を
も
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　

ま
ず
我
々
の
身
体
は
、「
自

然
か
ら
の
借
り
物
」
で
あ
る
と

り
ま
す
。
か
つ
て
は
土
葬
で
、

ご
遺
体
を
そ
の
ま
ま
土
に
埋
葬

し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
火
葬

し
、お
骨
を
お
墓
に
納
め
ま
す
。

　

火
葬
を
行
う
前
に
は
葬
儀
を

執
り
行
い
ま
す
。
そ
の
葬
儀
の

祭
詞
の
な
か
で
、

「
古
き
国
風
の
隨
に
悲
し
し
が

内
に
万
設
け
整
え
て
」

と
い
う
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

悲
し
み
の
中
に
あ
り
ま
す

が
、
日
本
に
古
来
あ
る
方
法
で

以
て
、
式
場
を
設
え
整
え
て
、

亡
く
な
ら
れ
た
御
霊
の
葬
儀
を

お
仕
え
し
て
お
り
ま
す
、
と
い

う
意
味
の
言
葉
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
「
古
き
国
風
」、

日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
葬
儀

の
方
法
と
は
一
体
何
の
こ
と
か

と
申
し
ま
す
と
、
神
話
の
時
代

に
ま
で
遡
り
ま
す
。

　
『
古
事
記
』
に
「
国
譲
り
」

と
い
う
有
名
な
物
語
が
あ
り
ま

す
。
当
時
、中
つ
国（
現
在
我
々

云
わ
れ
て
お
り
、
寿
命
を
迎
え

る
と
肉
体
は
滅
び
、
再
び
自
然

に
還
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
我
々
一
人
ひ
と
り

に
は
魂
が
宿
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
魂
は
、「
神
の
分
御
霊
」で
す
。

魂
は
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、

確
か
に
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
自
然
か
ら
の
借
り
物
で

あ
る
、
非
常
に
神
秘
的
な
身
体

や
、神
の
分
御
霊
で
あ
る
魂
を
、

人
間
が
同
様
に
創
り
出
す
こ
と

が
出
来
る
か
と
い
う
と
、
全
く

不
可
能
な
こ
と
で
す
。

　

母
親
の
体
内
で
胎
児
が
成
長

す
る
過
程
も
、
そ
の
身
体
に
魂

が
宿
る
瞬
間
も
、
人
間
に
は
計

り
知
れ
な
い
、人
知
を
越
え
た
、

神
の
み
ぞ
知
る
領
域
な
の
で
す
。

　
「
日
本
人
、
つ
ま
り
大
和
民

族
は
神
の
子
だ
」
と
い
う
言
葉

は
、
正
に
「
神
の
分
御
霊
」
で

あ
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、命
を
大
切
に
し
、

お
互
い
に
尊
重
し
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

　

大
自
然
の
中
で
は
非
常
に
弱

い
生
き
物
で
す
。
弱
い
か
ら
こ

そ
、
互
い
に
認
め
合
い
、
助
け

合
い
な
が
ら
生
き
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

の
住
む
世
界
）
は
大
国
主
之
命

が
治
め
て
居
り
ま
し
た
。

　

そ
の
瑞
々
し
く
大
変
美
し
い

中
つ
国
を
、
天
照
皇
大
神
が
自

分
の
子
孫
に
治
め
さ
せ
た
い
の

で
是
非
譲
っ
て
欲
し
い
と
仰
せ

ら
れ
た
お
話
で
す
。

　

天
照
皇
大
神
は
大
国
主
之
命

へ
の
交
渉
に
際
し
、
ア
メ
ノ
ホ

ヒ
ノ
カ
ミ
を
派
遣
し
ま
し
た

が
、
大
国
主
之
命
の
家
来
と
な

っ
て
し
ま
い
、
三
年
経
っ
て
も

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
ア
メ
ノ
ワ
カ
ヒ
コ
を
派

遣
し
ま
す
が
、
今
度
は
八
年
も

音
沙
汰
無
し
。
し
び
れ
を
切
ら

し
た
天
照
皇
大
神
は
、
雉
の
姿

を
し
た
神
を
派
遣
し
、
様
子
を

見
て
来
る
様
命
じ
ま
す
。

　

す
る
と
、
何
と
ア
メ
ノ
ワ
カ

ヒ
コ
は
大
国
主
之
命
の
娘
と
結

　

春
之
祖
先
霊
大
祭
（
三
月
二

十
日
）
祭
典
後
に
、
今
年
度
の

定
例
信
徒
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

岸
田
総
代
の
議
長
の
も
と
、

令
和
二
年
度
の
教
務
報
告
、
教

会
会
計
報
告
が
な
さ
れ
、
賛
同

の
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
続

い
て
恒
例
の
ご
奉
仕
者
の
顕
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
で
す
。

『
奉
仕
者
の
顕
彰
』（
敬
称
略
）

教
会
清
掃
奉
仕
者

（
日
々
の
教
会
清
掃
、
手
間
を

通
し
て
十
五
日
以
上
の

方
々
。）

　

木
本
春
代
、
柳
田
雅
子

　

山
本
さ
か
ゑ
、
木
本
や
す
子

玉
串
調
整
奉
仕
者

（
宝
寿
会
を
中
心
に
、
各
祭
典

玉
串
の
調
整
奉
仕
の
方
々
。）

　

小
田
井
泰
憙
、
和
田
充
泰

　

小
田
井
た
つ
子
、
和
田
裕
江

　

山
口
信
子
、
木
本
や
す
子

日
々
参
拝

（
年
間
九
十
日
以
上
参
拝
並
び

奉
仕
の
方
々
。）

　

寄
本
文
信
、
内
池
忠
嗣

　

岸
田
年
訓
、
栗
原
稔
明

　

岡
本
正
二
郎
、
木
本
順
造

　

中
谷
悦
造
、
朝
野
恒
男

　

岸
田
泰
行
、
長
澤
豊
信

　

森　

修
康
、
島
田
晴
雄

写
真
奉
仕

（
教
会
諸
祭
典
、行
事
に
際
し
、

記
録
、
機
関
紙
「
寶
生
」
用

と
し
て
、
写
真
撮
影
、
ア
ル

バ
ム
の
作
成
奉
仕
）

　

髙
木
直
治

婚
し
て
お
り
ま
し
た
。
夫
婦
の

家
に
や
っ
て
来
た
雉
が
余
り
に

大
き
な
鳴
き
声
で
鳴
く
の
で
、

ア
メ
ノ
ワ
カ
ヒ
コ
は
弓
で
射
殺

そ
う
と
、
空
に
向
か
っ
て
矢
を

放
ち
ま
す
。

　

す
る
と
そ
の
矢
が
、
天
上
界

の
天
照
皇
大
神
の
膝
元
に
届
い

て
し
ま
い
ま
す
。不
審
に
思
い
、

「
ア
メ
ノ
ワ
カ
ヒ
コ
に
、
も
し

邪
心
が
あ
る
の
な
ら
、
こ
の
矢

に
当
た
れ
」
と
い
っ
て
、
矢
を

射
返
し
ま
す
。

　

そ
の
矢
は
ア
メ
ノ
ワ
カ
ヒ
コ

の
胸
を
射
抜
き
、
命
を
落
と
し

て
し
ま
い
ま
す
。
実
は
ア
メ
ノ

ワ
カ
ヒ
コ
は
、
天
照
皇
大
神
の

使
者
と
し
て
や
っ
て
来
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
大
国
主
之
命
の
後

釡
と
し
て
、
中
つ
国
の
王
に
な

ろ
う
と
企
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
亡
く
な
っ
た
ア
メ

ノ
ワ
カ
ヒ
コ
を
弔
う
葬
式
が
、

神
話
に
登
場
す
る
最
初
の
葬
式

で
あ
り
、
そ
れ
に
倣
っ
て
現
在

神
道
の
葬
式
が
執
り
行
わ
れ
る

の
で
す
。

　
「
八
日
八
夜
の
殯
を
つ
と
め

る
」
と
い
い
、
八
日
間
ご
遺
体

を
安
置
し
御
霊
を
慰
め
、
土
に

還
っ
て
い
く
様
子
を
確
認
す
る

の
が
昔
の
埋
葬
の
方
法
で
し
た
。

　

現
在
で
は
便
宜
上
、
一
晩
の

通
夜
と
葬
儀
当
日
で
ご
慰
霊
し

ま
す
が
、
そ
の
考
え
方
、
様
式

は
神
話
に
則
っ
て
お
仕
え
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

何
故
か
と
い
う
と
、
ま
さ
に

我
々
の
命
が
「
神
の
分
御
霊
」

だ
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
神
様

と
同
じ
様
に
、
ご
祖
先
の
御
霊

を
、
神
代
の
時
代
か
ら
伝
わ
る

　

二
月
十
七
日（
水
）、
穏
や
か

な
冬
晴
れ
の
も
と
、
本
部
教
会

本
殿
に
於
い
て
、
疫
病
を
治
め

る
と
さ
れ
る
妖
怪「
ア
マ
ビ
エ
」

を
題
材
に
し
た
新
作
能
の
奉
納

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

方
法
で
大
切
に
お
祀
り
す
る
の

が
日
本
の
神
道
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
後
、

御
霊
は
何
処
に
存
在
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
御
霊
代
に

お
鎮
ま
り
頂
き
、
各
家
の
祖
霊

殿
で
お
祀
り
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
何
時
で
も
、

何
処
へ
で
も
、
即
座
に
移
動
さ

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
各
家
の

祖
霊
殿
は
勿
論
の
こ
と
、
終
の

住
処
で
あ
る
お
墓
に
も
、
今
を

生
き
る
我
々
の
身
の
回
り
に
も

常
に
居
ら
れ
、
ご
守
護
頂
い
て

い
る
訳
な
の
で
す
。

　

何
度
も
申
し
ま
す
よ
う
に
、

肉
体
は
自
然
に
還
り
、
何
れ
滅

び
ま
す
が
、
御
霊
は
未
来
永
劫

存
在
し
続
け
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
既
に
お
解
り

の
よ
う
に
、
葬
儀
や
ご
祖
先
を

祀
る
と
い
う
こ
と
は
神
道
行
事

で
す
。
そ
れ
こ
そ
神
話
の
時
代

か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
、
大
切
な
精
神
で
す
。

　

そ
の
精
神
を
実
践
す
る
の

　

本
日
は
「
水
」
と
「
塩
」
の

お
話
を
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
水
」
で
す
が
、
人

間
の
身
体
に
は
沢
山
の
水
分
が

含
ま
れ
て
お
り
、
成
人
で
約
六

〇
％
、
新
生
児
は
、
何
と
八
〇

が
、
寶
生
教
の
「
天
祖
中
心
祖

先
教
」
で
す
。
そ
の
尊
い
教
え

〜
九
〇
％
が
水
分
で
出
来
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
程
、
我
々
人
間
が
命
を

維
持
す
る
に
は
、「
水
」
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
水
道
水
が
飲
め
る
国

を
常
に
心
の
中
心
に
据
え
、
信

仰
生
活
を
実
践
し
て
参
り
た
い

で
す
が
、
世
界
約
二
百
あ
る
国

の
内
、
ど
れ
程
の
国
が
水
道
水

を
飲
め
る
と
想
像
さ
れ
ま
す
か
。

　

そ
の
答
え
は
、
わ
ず
か
十
二

カ
国
だ
け
だ
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
我
々
の
住
む
日
本
は
、

と
存
じ
ま
す
。

　

日
頃
、
教
会
謡
曲
部
の
ご
指

導
を
賜
る
、
シ
テ
方
観
世
流
職

分
・
上
野
朝
義
先
生
を
は
じ
め
、

能
楽
師
の
先
生
方
が
、
本
殿
御

神
前
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
収
束
を
願
い
、新
作
能『
ア

マ
ビ
エ
』
を
奉
納
。

　

当
日
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全

に
施
し
、
教
信
徒
を
は
じ
め
、

地
元
堀
江
に
お
住
ま
い
の

方
々
、
又
上
野
先
生
の
生
徒
ら

約
五
十
名
が
参
列
。

　

能
楽
奉
納
に
先
立
ち
、
本
部

長
様
斎
主
の
も
と
、
祈
願
祭
を

厳
粛
に
執
行
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍

が
一
日
も
早
く
収
束
し
、
安
心

立
命
な
生
活
を
迎
え
ら
れ
る
様

祈
願
致
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
作
能『
ア
マ
ビ
エ
』

の
原
作
者
で
能
楽
師
の
小
鼓
方

大
倉
流
・
上
田
敦
史
先
生
が
作

品
を
解
説
。

　

昨
年
か
ら
続
く
外
出
自
粛
で
、

能
楽
師
と
し
て
の
活
動
の
場
が

見
通
せ
な
い
中
、
S
N
S
で
話

題
に
な
っ
て
い
た
ア
マ
ビ
エ
を

能
に
取
り
込
ん
だ
経
緯
を
紹
介
。

「
プ
ラ
ス
の
力
を
表
現
し
よ
う

と
思
っ
た
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。 　

公
演
に
移
り
、
は
じ
め
に
舞

囃
子
『
高
砂
』
奉
納
。『
高
砂
』

は
兵
庫
県
高
砂
市
高
砂
神
社
の

相
生
の
松
に
よ
せ
て
夫
婦
愛
と

長
寿
を
愛
で
、
人
世
を
言
祝
ぐ

大
変
め
で
た
い
能
。

　

シ
テ
方
観
世
流
準
職
分
・
上

野
朝
彦
先
生
は
公
演
後
、

「
こ
の
様
な
状
況
で
あ
る
か
ら

こ
そ
皆
様
に
活
力
を
と
、
敢
え

て
め
で
た
い
演
目
を
選
ん
だ
」

と
ご
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
「
ア
マ
ビ
エ
」
の

登
場
。
と
あ
る
役
人
が
、
あ
る

夜
夢
に
現
れ
た
「
ア
マ
ビ
エ
」

に
、
疫
病
退
散
・
無
病
長
寿
の

世
と
な
る
術
を
授
け
ら
れ
る
。

　

上
野
朝
義
先
生
扮
す
る
「
ア

マ
ビ
エ
」
は
、

「
苦
難
は
憂
き
世
の
常
な
れ
ど

雑
言
に
惑
わ
ず
、
悪
口
を
戒
め

て
、
真
砂
の
松
が
枝
の
、
露
の

葉
草
に
心
を
澄
ま
す
人
の
多
き

を
喜
び
申
す
べ
し
。
こ
れ
よ
り

後
も
守
る
べ
し
。」

と
語
り
、
深
い
海
へ
入
っ
て
い

っ
た
。

　

本
部
長
様
は
最
後
の
ご
あ
い

さ
つ
で
、

「
い
つ
の
時
代
で
も
、
ど
ん
な

人
に
で
も
、
悲
し
い
こ
と
、
つ

ら
い
こ
と
は
訪
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
止
ま
な
い
雨
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
明
け
な
い
夜
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

悲
観
す
る
こ
と
無
く
、
そ
れ

ぞ
れ
が
強
い
心
を
持
ち
続
け
、

い
つ
か
必
ず
や
っ
て
く
る
明
る

い
日
々
に
向
け
て
、
お
互
い
に

努
力
致
し
ま
し
ょ
う
。」

と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

「
水
」
に
大
変
恵
ま
れ
た
国
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

続
い
て
「
塩
」
で
す
が
、
人

間
の
血
液
は
お
よ
そ
〇
・
九
％

の
塩
分
濃
度
だ
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

で
は
何
故
我
々
の
身
体
に
は

「
水
」
と
「
塩
」
が
重
要
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
我
々
の
命
が
、
海

か
ら
誕
生
し
た
か
ら
な
の
で
す
。

　

人
間
に
限
ら
ず
、
全
て
の
動

物
の
進
化
の
起
源
は
海
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
進
化
の
過
程
を
、

人
間
は
母
親
の
身
体
の
中
で
、

わ
ず
か
十
月
十
日
の
う
ち
に
体

験
し
、
誕
生
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
様
な
こ
と
は
様
々
に
研

究
さ
れ
、
現
在
で
は
誰
も
が
知

る
情
報
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
神
代
の
時
代
か
ら

既
に
そ
の
様
に
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

が
、
神
話
の
物
語
の
中
に
垣
間

見
え
ま
す
。

　

有
名
な
神
話
に「
海
幸
山
幸
」

と
い
う
物
語
が
あ
り
ま
す
。
名

前
の
ご
と
く
、
海
の
漁
が
得
意

な
海
幸
彦
（
兄
）
と
、
山
の
猟

が
得
意
な
山
幸
彦
（
弟
）
の
物

語
で
す
。

　

兄
弟
は
あ
る
日
猟
具
を
交
換

し
、
山
幸
彦
は
魚
釣
り
に
出
か

け
ま
す
が
、
兄
に
借
り
た
釣
針

を
海
で
無
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

困
り
果
て
て
い
る
と
、
大
き

な
サ
メ
が
や
っ
て
来
て
海
の
中

の
竜
宮
城
に
案
内
さ
れ
、
山
幸

ぞ
う
ご
ん

あ
っ
こ
う

く
に
ぶ
り

ま
に
ま

き
じ

も
が
り

よ
ろ
ず

ま

み
た
ま
し
ろ

つ
い

す
み
か
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